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	　　　　　　　　　　　　　ポテトチップス534万袋自主回収
11月21日にＫ社が、ガラス片が混入していたとしてポテトチップス534万袋自主回収すると発表しました。国内史上最大の自主回収と思います。刺し傷を起こす可能性があった大量の回収事例として、2005年にマカロニに金属線の混入事例があり、121万袋を自主回収しています。併せての概要、対応等をまとめました。

11月21日ポテトチップス自主回収事例
発　端：11月17日にＫ社のポテトチップスを食べた高校生が、混入していたガラス方で口の中を切ったとのクレームがあった。ガラス片は5mm四方の大きさであった。19日にも同一商品にガラス方が入っていたとのクレームがあった。
当該商品：「○あげポテト　関○だしじょうゆ」　11月8日製造品
原因のガラス方：生産設備の照明器具の保護カバー（次ページ参照）
自主回収商品：滋賀県内の工場で４か月間（賞味期限が４か月のため）に製造された全商品。９商品534万袋
なぜ、ガラス方が混入したのか
　　照明器具が角度的に見えづらく、破損原因は劣化や温度の影響があったと考えられた。今までに破損が無く、点検項目に入っていなかった。
なぜ、賞味期限一杯と全商品を自主回収としたのか
　　クレーム商品の製造日は11月8日であり、その以前には混入が無かった可能性が高い。しかし、回収を11月8日以降としなかった理由として、賞味期限（製造日）を流通業者に確認してもらう手間をかけられないためと考える。そして、製造ラインは数列あると考えられるが、いちいち説明するのも無理と考え全商品として、製造所固有記号までとした。当該工場で製造された商品は、どこの店舗へ配送されたか判明していたのかも知れない。
2005年マカロニへの金属線混入事例
発　端：マカロニに針金が入っていたとのクレームがあった。　
原因の針金：包装用ラインにマカロニを供給する逆円錐形容器（上部が広く、下部が細い）があって、その空気口に付けられていたステンレス製金網の線。
製造された硬いマカロニが逆円錐形容器に上部から入れられるが、マカロニが入れられる近くに空気口があり、飛び出ないように、ステンレス製の金網があった。点検時にその金網が破損していたのに気づき、取り替えようと同じ太さの線を使った金網を探したが見つからず、応急処置として数分の一の太さ（0.25mm）の線を使った金網を取り付けた。その後の引き継ぎ等が悪く交換されなかったため、マカロニが金網にぶつかった衝撃により、金網が破損して一部がマカロの包装袋に混入したと考えられた。
自主回収商品：金網を交換した日から原因が判明するまでの約４か月間に製造した商品。８商品121万袋。
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

２事例とも想定外であったかも知れないが、点検項目に入っていれば、十分に点検を行っていれば、発生を防げたかもしれない。一度事故が発生すれば、高い代償を払うことになります。同様な事故を減らすための危害防止意識の向上が重要と考えます。（笈川）
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